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欧米と比較して日本の旅行速度は遅い
日本の都市間を自動車で移動する旅行速度は、欧米諸国と比較して遅い。欧米諸国と日本

の代表的な拠点間の閑散時の旅行速度を見ると、意識すべきことは2つある。1つは、日本の
閑散時の旅行速度の中央値は、約37km/h であり、アメリカ：約65km/h、ドイツ：約55km/h
の半分程度に過ぎないことである。もう1つは、渋滞が解消されても、閑散時の旅行速度がたっ
たの約37km/h で良いのかという点で�ある。

従って、今後の対策も2つの視点となる。従来から進めている①「渋滞時の速度低下の解消」
に加え、②信号や右折待ちといった「閑散時の速度低下の解消」についても、あわせて検討を進
めることが必要となる。

サービスレベルに着目した道路整備へのモードチェンジ
これまでの日本の道路整備は、渋滞を解消するための対策に注力されてきたが、今後は、渋

滞対策に加え、閑散時旅行速度を向上させる対策を確立し、この両輪の下で「サービスレベル
（利用者が如何にサービスを享受できるか）」を向上させるための道路整備へとモードチェン
ジが求められる。

サービスレベルに着目した対策の例
サービスレベルを向上させる対策の一つとして、赤信号により時間ロスが生じる信号交差

点を減らすことがあげられる。
表紙の島根県大田市にある大田朝山インターチェンジは、通常の交差点であれば、右折で

高速道路に入る際に信号により停止する必要が生じるが、ラウンドアバウト※とすることで停
止することなく高速道路へ入ることができる対策例である。

（※交通量の少ない場合などラウンドアバウトが有効）
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